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シンプレックス法の計算手順（基本）
①不等式がある場合は，スラッ
ク変数を利用して標準形に変
形する。右辺を正にしておく。

②行列とベクトルの成分を表(タ
ブロー)にする。

③実行可能基底解を１つ見つけ
る。基底行列がどれか示す。

④基底行列の部分を行基本変
形で単位行列に変形する。

⑤基底変数に対応する目的関
数の係数部分をゼロ成分に
するために行基本変形を行う。

⑥判定項に印をつけ，それらが
ゼロ以上かどうか確認する。

⑦判定項に負の数があった時
は，シンプレックス法の判定
方法により次のピボットの位
置を探す。
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シンプレックス法の計算手順（基本）

①標準形(最小化，方程式，非負条件あり)に変形する。右辺 0に変形。

②行列とベクトルの成分を表(タブロー)にする。

③実行可能基底解を１つ見つける。
スラック変数を入れた場合は，単位行列が見えているので，それに対応する
変数が基底変数となり，それ以外の変数は非基底変数となり，その成分は０
とおくとよい。

④基底行列の部分を行基本変形で単位行列に変形する。
スラック変数を使った場合は最初から単位行列になっているので変形の必要
がない。

⑤基底変数に対応する目的関数の係数部分をゼロ成分にするため
に行基本変形を行う。
スラック変数を使った場合は最初からゼロになっているので変形の必要がな
い。

⑥停止条件（判定項のすべての成分がゼロ以上ならば停止）

⑦次のピボットの位置を探す。

シンプレックス法での次のピボットの探し方
①基底行列にあたる列ベクトルを四角で囲んで，判定項（非基底変数に対する目
的関数の係数の所）に目印をつける。例えば，線でくくる。

②上記で印をつけたところ，つまり停止条件判定項の中に負の数が含ま
れている時，表の最も左側に位置している負の数を〇で囲む。

③次のピボットの位置は，その〇で囲まれた係数の下の列ベクトルのどこ
かということを覚えておく。その列ベクトルの成分がすべて０以下の場合
は，制約条件を満たしたまま，目的関数値がいくらでも小さくなるので，
下に非有界となり，最適解は存在しない（値はマイナス無限大となる）。

④上記の列ベクトルの成分で正のところがあったら，その値で右辺を割る。
メモを残して，割られた数の内，一番小さいところを〇で囲み，対応する
列ベクトルの正の成分を〇で囲む。そこが次のピボットの位置である。

⑤その行をその正の数で割ってピボットの位置の数を１にし，上下の所を０
にするように行基本変形を行う。その結果，前の基底行列から１つの列
が抜けて，新しく上で選ばれた列が参加して新しい基底行列となる。そ
れが分かるように基底行列の列ベクトルを四角で囲む。（①へ戻る。）

⑥最後に，停止条件の判定項がすべて０以上になったら≧０の印をつけ，
Stop!などと書いて右辺の数の（－１）倍の数を最適値とする。
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④更新手続き（判定条件が満足されない場合）
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【ポイント】判定項の各項に印をつけ，
自分にも採点者にもわかりやすく示す。

【ポイント】基底行列を囲んで自分にも採点者にもわかりやすく示す。

【ポイント】どこを選んだか分
かるようにまるで囲む。

【ポイント】

計算経過も
しっかりと残
すようにする。

【ポイント】 当初の問題は３変数だったので，それだけを解答に書く。

【ポイント】 停止条件を満たしていることを示すため，≧0 を記載する。

の時，最小値
－１１となる。
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【ポイント】最初の目的関数や制約条件に代入すると，計算間違いをしているかど
うかの検算もできる。ただし，正答であることの確認にはならない。

最適解と最適値の検算が可能！

subject 
to

Minimize

42 321  xxx
92      2 31  xx

321 423 xxx 

0,0,0 321  xxx
732 321  xxx
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満足される。


